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広報誌へのご意見をお寄せください
k.kouhou@pref.fukushima.lg.jpリサイクル適性 この印刷物は、印刷用の紙へ

リサイクルできます。

ここから下の段は広告です。掲載の広告は県教育委員会の事業とは関係ありません。

※県教育委員会ではHP等の掲載広告を募集しています。詳しくは

君の熱意を応援します！　

子どもがふみだす ふくしま復興体験応援事業

　８月７日、県内の１７名の小学５・６年生が、「ふ

くしまのよりよい未来をつくるため」の意見やアイ

デアを出し合い、知事や教育委員長の前で発表し

ました。

　内堀知事に褒められて子どもたちは大満足でした。

「避難者や被災者に元気を届けたい」「福島の今や安心安全を伝えたい」「福島の復興に貢献したい」･･･
震災後、県内ではこんなことを考える子どもたちが増えています。今年度ふみだした３つの活動を紹介します。

※この事業の目的
　復興に貢献したいという願いを実現する機会を、子どもたち自身が中心となって計画・実践します。復興に役立つ社会体験や社会
貢献活動等に参加することで、子どもたちがたくましく成長し、新生ふくしまを担う人材となることを目的としています。

１　福島県立塙工業高等学校和太鼓部
　　   ふくしま復興ＰＲ演奏

＜生徒の感想＞部長　高橋　公人さん

　日本を代表する観光名所や世界遺産で奉納演奏できたことは、一生忘れられ

ない素晴らしい経験になりました。これからも演奏を通じて、福島の高校生の元

気と感謝の気持ちを伝えていきたいと思います。

２　福島県立福島高等学校
　　   Radiation Protection Workshop in Fukushima

＜生徒の感想＞１学年　鈴木　智也さん

　フランスの生徒との交流により、震災や原発事故による農作物の風評被害や被

災地域の様々な課題を知りました。私たちは福島の現状を理解し、正しい情報や

知識を身に付けて、海外も含め積極的に発信していかなければと強く思いました。

３　いわき遠野の未来を創る会
　　　　　協力：福島県立遠野高等学校
　　   遠野の風に未来を乗せて～高校生が汗を流す復興活動と地域づくり～

＜生徒の感想＞１学年　菊池　里緒奈さん

　仲間と一緒に積極的に道行く人に声をかけ、遠野や福島のＰＲを精一杯がんば

りました。一人でも多くの方が、いわき市や福島県に来てもらえるとうれしいです。

いじめや不登校、体罰などの相談電話｢ダイヤルＳＯＳ｣　0120－453－141
いじめの専門相談電話｢福島いじめＳＯＳ24｣ 　  0120－916－024

悩みを抱えている子どもや保護者などに向けて
相談窓口を開設しています。ダイヤルＳＯＳ等相談窓口のお知らせ

ふくしまっ子自然体験・交流活動支援事業
　社会教育関係団体等（公民館、PTA、スポーツ少年団、子ども会、
ファミリーグループなど）を対象とした体験活動応援補助事業【冬
期間】の受付を、１１月２日（月）から始めます。

福島県内の学校への転入学を希望される場合の手続きは、以下のようになっています。手続き等に関
してご不明な点は、担当各課までお問い合わせください。
また、県教育委員会のホームページにも最新の情報を順次掲載していきます。

　
高校教育課　　　024-521-7772（高校への転入、入学者選抜）
義務教育課　　　024-521-7774（小・中学校への転入学）
特別支援教育課　024-521-7780（特別支援学校への転入学、高等部入学者選抜）

○小・中学校の場合
　今お住まいの市町村の教育委員会へご
相談ください。

○高等学校の場合
　転入を希望する県立高校の転入学試験を
受験し、転入学を許可される必要があります。
　転入学を希望する場合は、現在在籍して
いる高等学校にお問い合わせください。
（※転入学試験は希望先高校の定員の状況
によっては実施されないこともあります。）

○特別支援学校の場合
　今お住まいの市町村の教育委員会又は
県教育委員会へご相談ください。

⑴ 県立高等学校Ⅰ期選抜
出願書類提出　平成28年1月19日㈫～1月22日㈮ 
面 接 等　同　2月2日㈫又は2月2日㈫及び2月3日㈬
合格内定通知　同　2月5日㈮
⑵ 県立高等学校Ⅱ期選抜・県立特別支援学校高等部前期選抜
出願書類提出　平成28年2月15日㈪～2月18日㈭
出願先変更　同　2月19日㈮～2月23日㈫
学 力 検 査　同　3月8日㈫
面 接 等　同　3月8日㈫又は3月9日㈬
合格者発表　同　3月14日㈪
⑶ 県立高等学校Ⅲ期選抜・県立特別支援学校高等部後期選抜
出願書類提出　平成28年3月15日㈫～3月16日㈬
出願先変更　同　3月17日㈭
面 接 等　同　3月22日㈫
合格者発表　同　3月23日㈬

問い合わせ

県内及び県外からの転入学について 平成28年度 県立高等学校および県立特別支援学校高等部入学者選抜日程

「県庁に みんなの声を 届けよう！」プロジェクト

福島県教育委員会　広告

ふくしま復興ＰＲ演奏　大阪城公園天守閣前にて

福島高生とフランスの高校生との放射線学習

広報キャラバン隊　日本橋ふくしま館MIDETTEにて

福島県社会教育課詳しくは社会教育課ホームページをご覧ください。

福島県教育委員会

福島県社会教育課



県立博物館 県立美術館 移動展

『　　　　全国の頂点に立った生徒たち』

「第３回特別支援学校作業技能大会
　　　　　　～夢に向かって テクノチャレンジ２０１５～」
日時　平成２７年８月４日（火）
会場　ビックパレットふくしま
　特別支援学校の２６０名を超える高等部生徒が、「作業技能検定部門」「作業製品
品評部門」「デモンストレーション部門」に分かれ、日頃の学習の成果を発表しました。
外部専門家から評価や助言を受けながら、将来の夢の実現に向けてがんばりました。

◆全国高等学校総合体育大会
　陸上競技男子１５００ｍ優勝 田母神一喜選手（学法石川高校）
　バドミントン男子シングルス優勝 渡辺勇大選手（富岡・ふたば未来学園高校）
　バドミントン男子ダブルス優勝 渡辺勇大選手・三橋健也選手（富岡･ふたば未来学園高校）
　自転車競技ポイント･レース優勝 小玉和寿選手（学法石川高校）
　自転車競技個人ロード・レース優勝 渡辺歩選手（学法石川高校）
　ウエイトリフティング９４㎏級優勝 青木智也選手（田村高校）
　※今年度は団体、個人を合わせて４７の入賞を果たし、昨年度の成績（入賞数３１）を大きく上回りました。
◆全国中学校体育大会
　陸上競技男子１１０ｍハードル優勝 高橋直生選手（福島第一中学校）
　ソフトテニス男子優勝 北野亮介選手・鈴木竜也選手（西郷第一中学校）
　バドミントン女子シングルス優勝 水井ひらり選手（猪苗代中学校）
　バドミントン女子ダブルス優勝 福本真恵七選手・佐藤杏選手（猪苗代中学校）
　※平成２９年には南東北インターハイが本県で開催されます。中学生、高校生のこれからの活躍に注目です。
◆第62回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト全国大会
　磐城高等学校　放送委員会　ラジオドキュメント部門　優勝（５年連続）
◆第63回全国高等学校家庭クラブ研究発表大会
　喜多方東高等学校　ホームプロジェクトの部　文部科学大臣賞（２年連続）
◆第５回フラガールズ甲子園
　いわき総合高等学校　最優秀賞・文部科学大臣賞受賞

　福島県は、地震災害や津波災害、豪雨や土砂等の風水害、
火山災害、雪害など、あらゆる災害が起こる可能性があります。
　県教育委員会では、災害や防災について正しい知識を身に
付け、災害発生時に自ら考え、判断し、行動する子どもを育
成するため、現在「『生き抜く力』を育む防災教育」に取り組
んでいます。
　ご家庭でも「もしも！」のときに備えて、災害時の行動に
ついて、ぜひ話し合ってみてください。

双葉郡中高交流会
日時　平成２７年８月２０日（木）
会場　ふたば未来学園高校
　ふたば未来学園高校と双葉郡内の９つの中学校の生徒による初の中高交流会が開
かれました。ふたばの教育復興応援団の箭内道彦氏による特別授業も行われ、次代を
担う中高生が、作詞等の交流活動を通して、復興へ向けて心を一つにしました。

◀作成した防災教育指導資料
　　防災教育の理念や授業での指導計画例、
　ワークシートや実践事例等を掲載

福島県内の全小学生に配付した▲
防災個人カード　
　家族の約束事を記入しておきます。

～若い力が県民に元気を届けてくれました～
ウエイトリフティング９４㎏優勝▶

青木智也選手（田村高校）   

バドミントン男子ダブルス優勝▶
渡辺勇大選手・三橋健也選手　
（富岡・ふたば未来学園高校）　

いわき総合高等学校▶

　１１月１日は「ふくしま教育の日」、１１
月１日から７日までは「ふくしま教育週間」
です。学校や文化施設で様々な行事や催
しが実施されます。

ふくしま教育週間

県立博物館　☎0242-28-6000

秋の企画展
　「相馬中村藩の人びと」

福島県立博物館

◎開催期間：

◎休  館  日：

◎観  覧  料：

平成27年10月10日（土）
　　　　　　　～11月29日（日）
毎週月曜日（11/2･11/23は開館）
11月4日（水）、11月24日（火）
一般･大学生500円（400円）
高校生300円（240円）
小・中学生200円（160円）
※（　　）は２０名以上の団体料金

教育フォーラム 
テーマ
「スポーツがつなぐ   絆そして未来」
平成27年11月1日（日）「ふくしま教育の日」
13:00～15:40　福島県立橘高等学校

　江戸時代から続く相馬の歴史や文化、さまざま
な人びとの営みを、貴重な資料を通して紹介する
展覧会です。
　プロローグ　相馬家と中村藩
　１章　旅人の見た相馬の風景
　２章　さまざまな仕事と暮らし
　３章　祈りの姿

福島県教育委員会 福島県教育委員会

詳しくは

詳しくは

県立美術館　☎024-531-5511

「美術史を彩る名画の旅　
　　福島県立美術館名品展」

福島県立美術館

◎会　　場：

◎開催期間：

◎休  館  日：
◎観  覧  料：

須賀川市立博物館
　　　（須賀川市池上町6）
平成27年10月16日(金）
　　　　　　　～11月23日(月・祝）
毎週月曜日、11/4(水)
一般200円
大学・高校生100円
中学生以下・65歳以上の方無料

　モネ、ルノワール、ワイエスなど海外作品から、関
根正二、岸田劉生をはじめとする日本近代絵画ま
で。秋のひととき、美術の教科書を彩ってきた巨匠
たちの作品をお楽しみください。

博物館

ふくしま教育週間中（11/1～11/7）
高校生以下無料

長期休館のお知らせ

県立美術館は平成28年3月（予定）まで、空調設
備等改修工事のため休館中です。

Topicsートピックスー

がんばってます！特別支援学校

江戸時代の相馬野馬追のようす（「野馬追絵巻」相馬市教育委員会蔵）

クロード・モネ《ジヴェルニーの草原》

２０１５夏 　
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『　　　　全国の頂点に立った生徒たち』

「第３回特別支援学校作業技能大会
　　　　　　～夢に向かって テクノチャレンジ２０１５～」
日時　平成２７年８月４日（火）
会場　ビックパレットふくしま
　特別支援学校の２６０名を超える高等部生徒が、「作業技能検定部門」「作業製品
品評部門」「デモンストレーション部門」に分かれ、日頃の学習の成果を発表しました。
外部専門家から評価や助言を受けながら、将来の夢の実現に向けてがんばりました。

◆全国高等学校総合体育大会
　陸上競技男子１５００ｍ優勝 田母神一喜選手（学法石川高校）
　バドミントン男子シングルス優勝 渡辺勇大選手（富岡・ふたば未来学園高校）
　バドミントン男子ダブルス優勝 渡辺勇大選手・三橋健也選手（富岡･ふたば未来学園高校）
　自転車競技ポイント･レース優勝 小玉和寿選手（学法石川高校）
　自転車競技個人ロード・レース優勝 渡辺歩選手（学法石川高校）
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　※今年度は団体、個人を合わせて４７の入賞を果たし、昨年度の成績（入賞数３１）を大きく上回りました。
◆全国中学校体育大会
　陸上競技男子１１０ｍハードル優勝 高橋直生選手（福島第一中学校）
　ソフトテニス男子優勝 北野亮介選手・鈴木竜也選手（西郷第一中学校）
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　※平成２９年には南東北インターハイが本県で開催されます。中学生、高校生のこれからの活躍に注目です。
◆第62回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト全国大会
　磐城高等学校　放送委員会　ラジオドキュメント部門　優勝（５年連続）
◆第63回全国高等学校家庭クラブ研究発表大会
　喜多方東高等学校　ホームプロジェクトの部　文部科学大臣賞（２年連続）
◆第５回フラガールズ甲子園
　いわき総合高等学校　最優秀賞・文部科学大臣賞受賞

　福島県は、地震災害や津波災害、豪雨や土砂等の風水害、
火山災害、雪害など、あらゆる災害が起こる可能性があります。
　県教育委員会では、災害や防災について正しい知識を身に
付け、災害発生時に自ら考え、判断し、行動する子どもを育
成するため、現在「『生き抜く力』を育む防災教育」に取り組
んでいます。
　ご家庭でも「もしも！」のときに備えて、災害時の行動に
ついて、ぜひ話し合ってみてください。

双葉郡中高交流会
日時　平成２７年８月２０日（木）
会場　ふたば未来学園高校
　ふたば未来学園高校と双葉郡内の９つの中学校の生徒による初の中高交流会が開
かれました。ふたばの教育復興応援団の箭内道彦氏による特別授業も行われ、次代を
担う中高生が、作詞等の交流活動を通して、復興へ向けて心を一つにしました。

◀作成した防災教育指導資料
　　防災教育の理念や授業での指導計画例、
　ワークシートや実践事例等を掲載

福島県内の全小学生に配付した▲
防災個人カード　
　家族の約束事を記入しておきます。

～若い力が県民に元気を届けてくれました～
ウエイトリフティング９４㎏優勝▶

青木智也選手（田村高校）   

バドミントン男子ダブルス優勝▶
渡辺勇大選手・三橋健也選手　
（富岡・ふたば未来学園高校）　

いわき総合高等学校▶

　１１月１日は「ふくしま教育の日」、１１
月１日から７日までは「ふくしま教育週間」
です。学校や文化施設で様々な行事や催
しが実施されます。

ふくしま教育週間

県立博物館　☎0242-28-6000

秋の企画展
　「相馬中村藩の人びと」

福島県立博物館

◎開催期間：

◎休  館  日：

◎観  覧  料：

平成27年10月10日（土）
　　　　　　　～11月29日（日）
毎週月曜日（11/2･11/23は開館）
11月4日（水）、11月24日（火）
一般･大学生500円（400円）
高校生300円（240円）
小・中学生200円（160円）
※（　　）は２０名以上の団体料金

教育フォーラム 
テーマ
「スポーツがつなぐ   絆そして未来」
平成27年11月1日（日）「ふくしま教育の日」
13:00～15:40　福島県立橘高等学校

　江戸時代から続く相馬の歴史や文化、さまざま
な人びとの営みを、貴重な資料を通して紹介する
展覧会です。
　プロローグ　相馬家と中村藩
　１章　旅人の見た相馬の風景
　２章　さまざまな仕事と暮らし
　３章　祈りの姿

福島県教育委員会 福島県教育委員会

詳しくは

詳しくは

県立美術館　☎024-531-5511

「美術史を彩る名画の旅　
　　福島県立美術館名品展」

福島県立美術館

◎会　　場：

◎開催期間：

◎休  館  日：
◎観  覧  料：

須賀川市立博物館
　　　（須賀川市池上町6）
平成27年10月16日(金）
　　　　　　　～11月23日(月・祝）
毎週月曜日、11/4(水)
一般200円
大学・高校生100円
中学生以下・65歳以上の方無料

　モネ、ルノワール、ワイエスなど海外作品から、関
根正二、岸田劉生をはじめとする日本近代絵画ま
で。秋のひととき、美術の教科書を彩ってきた巨匠
たちの作品をお楽しみください。

博物館

ふくしま教育週間中（11/1～11/7）
高校生以下無料

長期休館のお知らせ

県立美術館は平成28年3月（予定）まで、空調設
備等改修工事のため休館中です。

Topicsートピックスー

がんばってます！特別支援学校

江戸時代の相馬野馬追のようす（「野馬追絵巻」相馬市教育委員会蔵）

クロード・モネ《ジヴェルニーの草原》

２０１５夏 　
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広報誌へのご意見をお寄せください
k.kouhou@pref.fukushima.lg.jpリサイクル適性 この印刷物は、印刷用の紙へ

リサイクルできます。

ここから下の段は広告です。掲載の広告は県教育委員会の事業とは関係ありません。

※県教育委員会ではHP等の掲載広告を募集しています。詳しくは

君の熱意を応援します！　

子どもがふみだす ふくしま復興体験応援事業

　８月７日、県内の１７名の小学５・６年生が、「ふ

くしまのよりよい未来をつくるため」の意見やアイ

デアを出し合い、知事や教育委員長の前で発表し

ました。

　内堀知事に褒められて子どもたちは大満足でした。

「避難者や被災者に元気を届けたい」「福島の今や安心安全を伝えたい」「福島の復興に貢献したい」･･･
震災後、県内ではこんなことを考える子どもたちが増えています。今年度ふみだした３つの活動を紹介します。

※この事業の目的
　復興に貢献したいという願いを実現する機会を、子どもたち自身が中心となって計画・実践します。復興に役立つ社会体験や社会
貢献活動等に参加することで、子どもたちがたくましく成長し、新生ふくしまを担う人材となることを目的としています。

１　福島県立塙工業高等学校和太鼓部
　　   ふくしま復興ＰＲ演奏

＜生徒の感想＞部長　高橋　公人さん

　日本を代表する観光名所や世界遺産で奉納演奏できたことは、一生忘れられ

ない素晴らしい経験になりました。これからも演奏を通じて、福島の高校生の元

気と感謝の気持ちを伝えていきたいと思います。

２　福島県立福島高等学校
　　   Radiation Protection Workshop in Fukushima

＜生徒の感想＞１学年　鈴木　智也さん

　フランスの生徒との交流により、震災や原発事故による農作物の風評被害や被

災地域の様々な課題を知りました。私たちは福島の現状を理解し、正しい情報や

知識を身に付けて、海外も含め積極的に発信していかなければと強く思いました。

３　いわき遠野の未来を創る会
　　　　　協力：福島県立遠野高等学校
　　   遠野の風に未来を乗せて～高校生が汗を流す復興活動と地域づくり～

＜生徒の感想＞１学年　菊池　里緒奈さん

　仲間と一緒に積極的に道行く人に声をかけ、遠野や福島のＰＲを精一杯がんば

りました。一人でも多くの方が、いわき市や福島県に来てもらえるとうれしいです。

いじめや不登校、体罰などの相談電話｢ダイヤルＳＯＳ｣　0120－453－141
いじめの専門相談電話｢福島いじめＳＯＳ24｣ 　  0120－916－024

悩みを抱えている子どもや保護者などに向けて
相談窓口を開設しています。ダイヤルＳＯＳ等相談窓口のお知らせ

ふくしまっ子自然体験・交流活動支援事業
　社会教育関係団体等（公民館、PTA、スポーツ少年団、子ども会、
ファミリーグループなど）を対象とした体験活動応援補助事業【冬
期間】の受付を、１１月２日（月）から始めます。

福島県内の学校への転入学を希望される場合の手続きは、以下のようになっています。手続き等に関
してご不明な点は、担当各課までお問い合わせください。
また、県教育委員会のホームページにも最新の情報を順次掲載していきます。

　
高校教育課　　　024-521-7772（高校への転入、入学者選抜）
義務教育課　　　024-521-7774（小・中学校への転入学）
特別支援教育課　024-521-7780（特別支援学校への転入学、高等部入学者選抜）

○小・中学校の場合
　今お住まいの市町村の教育委員会へご
相談ください。

○高等学校の場合
　転入を希望する県立高校の転入学試験を
受験し、転入学を許可される必要があります。
　転入学を希望する場合は、現在在籍して
いる高等学校にお問い合わせください。
（※転入学試験は希望先高校の定員の状況
によっては実施されないこともあります。）

○特別支援学校の場合
　今お住まいの市町村の教育委員会又は
県教育委員会へご相談ください。

⑴ 県立高等学校Ⅰ期選抜
出願書類提出　平成28年1月19日㈫～1月22日㈮ 
面 接 等　同　2月2日㈫又は2月2日㈫及び2月3日㈬
合格内定通知　同　2月5日㈮
⑵ 県立高等学校Ⅱ期選抜・県立特別支援学校高等部前期選抜
出願書類提出　平成28年2月15日㈪～2月18日㈭
出願先変更　同　2月19日㈮～2月23日㈫
学 力 検 査　同　3月8日㈫
面 接 等　同　3月8日㈫又は3月9日㈬
合格者発表　同　3月14日㈪
⑶ 県立高等学校Ⅲ期選抜・県立特別支援学校高等部後期選抜
出願書類提出　平成28年3月15日㈫～3月16日㈬
出願先変更　同　3月17日㈭
面 接 等　同　3月22日㈫
合格者発表　同　3月23日㈬

問い合わせ

県内及び県外からの転入学について 平成28年度 県立高等学校および県立特別支援学校高等部入学者選抜日程

「県庁に みんなの声を 届けよう！」プロジェクト

福島県教育委員会　広告

ふくしま復興ＰＲ演奏　大阪城公園天守閣前にて

福島高生とフランスの高校生との放射線学習

広報キャラバン隊　日本橋ふくしま館MIDETTEにて

福島県社会教育課詳しくは社会教育課ホームページをご覧ください。

福島県教育委員会

福島県社会教育課


